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立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.4４5 の里 新庄

■人口動態■
平成31年2月28日現在

（  ）内は先月比
男………436人(－2）
女………487人(－2）
計………923人(－4）
世帯数…381戸(－1）

　保
育
所
で
子
ど
も
達
が
可
愛
い
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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平
成
31
年
２
月
５
日
（
火
）
、

小
倉
村
長
が
新
庄
村
の
６
次
産
業

化
に
関
す
る
報
告
の
た
め
、
伊
原

木
隆
太
岡
山
県
知
事
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
新
庄
村
の
６
次
産
業
化
の
大
き

な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
平
成
31
年

１
月
か
ら
特
産
の「
ひ
め
の
も
ち
」

が
両
国
国
技
館
（
東
京
都
墨
田

区
）
に
て
取
り
扱
い
が
始
ま
っ
た

こ
と
や
、(

株)

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ

ザ
、(

株)

ま
ち
づ
く
り
新
庄
村
を
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中
心
に
新
た
な
商
品
開
発
を
進
め

て
お
り
、
も
ち
米
粉
を
使
っ
た
麺

や
ク
ッ
キ
ー
、
イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ

ト
等
を
使
用
し
た
農
産
加
工
品
を

開
発
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
と
し
て
村
産
品
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
、
地
域
商
社
の
役
割
を

担
う
民
間
事
業
者
と
協
調
し
な
が

ら
、
６
次
化
製
品
の
拡
販
を
後
押

し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課 

山
田
遼
平
）

　
第
２
回
林
業
活
性
化
に
よ
る
地

方
創
生
勉
強
会
を
２
月
13
日

（
水
）
に
、
第
３
回
を
２
月
25
日

（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
第
２

回
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
物
語

と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
よ

う
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
３
回
は
、
新
庄
村
の
木
材
流

通
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
を
考
え
よ
う
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
林
業
活
性
化
と
は
、
林
業
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
森
林
を
活
用
し

た
観
光
や
、
木
材
を
活
用
し
た
物

づ
く
り
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

今
後
は
、
多
く
の
人
、
物
、
情
報

が
交
流
し
、
活
用
で
き
る
場
所
を

つ
く
り
、
林
業
の
活
性
化
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
勉
強
会
の
開
催
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
池
田
）

林
業
活
性
化
に
よ
る
地
方
創
生

　
勉
強
会
（
第
２
回
、
第
３
回
）

　
３
月
１
日
（
金
）
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
支
え
合
い
の
む
ら

づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
岡
山
県
長
寿
社
会
課

よ
り
、
介
護
予
防
の
必
要
性
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表

で
は
、
地
域
の
中
に
通
い
の
場
を

作
り
、
週
１
回
以
上
体
操
を
行
う

こ
と
で
、
心
身
の
虚
弱
化
を
防

ぐ
・
先
送
り
で
き
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
庄
村
の
高
齢
者
を

取
り
巻
く
現
状
と
介
護
予
防
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て
、
新
庄
村
住

民
福
祉
課
か
ら
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
先
進
事
例
の
紹
介

と
し
て
、
鏡
野
町
大
町
地
区
の
小

田
氏
に
取
組
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
３
年
後
、

５
年
後
、
10
年
後
の
新
庄
村
・
地

域
・
自
分
自
身
は
ど
う
あ
っ
て
ほ
し

い
か
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
自
分

小
倉
村
長
が
伊
原
木
知
事
を
訪
問

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
支
え
合
い
の
む
ら
づ
く
り
」
を
開
催
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に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
28
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
通
い
の
場
の
立
ち
上
げ
や
週

１
回
の
体
操
実
施
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
新
庄
村
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意

見
は
、
仕
組
み
づ
く
り
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
法
花
）

　
２
月
24
日
（
日
）
、
新
庄
村
公

民
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
新
庄

村
の
教
育
を
考
え
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
福
島
県

飯
舘
村
か
ら
和
田
節
子
飯
舘
中
学

校
長
を
お
招
き
し
て
、
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
村
で
た
だ

故 
金
盛
弘
充
氏

　叙
勲
を
受
章

一
つ
の
中
学
校
と
し
て
、
村
民
に

元
気
と
笑
顔
を
届
け
る
た
め
「
ふ

る
さ
と
学
習
」
を
開
始
。
仮
設
住

宅
で
の
清
掃
奉
仕
活
動
や
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育

を
展
開
し
な
が
ら
住
民
と
の
交
流

を
深
め
た
よ
う
で
す
。

　
和
田
校
長
先
生
は
、
常
に
子
ど

も
た
ち
の
自
立
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
「
自
分
の
力
で
メ
シ
の
食
え

る
大
人
に
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
、
自
信
、
そ
し
て
自

立
に
つ
な
が
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
必
要
で
あ
る
」と
思
い
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
「
地

域
が
学
校
を
、
学
校
が
地
域
を
つ

く
る
」
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

と
て
も
印
象
的
な
言
葉
を
残
さ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

 (

教
育
委
員
会
　
山
田)

　
永
年
に
わ
た
り
、
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
た
故
金
盛
弘
充
氏
が
こ
の

度
、
功
績
が
称
え
ら
れ
瑞
宝
双
光

「
新
庄
村
の
教
育
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　講
演
会
」
開
催

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

(

教
育
委
員
会
　
山
田)

　
岡
山
市
の
京
山
公
民
館
、
京
山

地
区
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
協
議
会
主
催
の

「
冬
の
源
流
体
験
エ
コ
ツ
ア
ー
in

新
庄
村
」
が
２
月
16
日
（
土
）
、

新
庄
村
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
庄
村
か
ら
４
名
の
小
学
生
・
保

護
者
が
参
加
し
、
岡
山
市
か
ら
の

参
加
者
と
併
せ
約
60
名
で
新
庄
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日
教
育

（
自
然
体
験
教
室
）
開
催



冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。
今
年
は
雪

の
少
な
さ
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
山
の
家
の
前
に
は
な
ん
と
か

雪
が
残
っ
て
お
り
、
大
人
も
子
ど

も
も
大
喜
び
で
し
た
。

　
暖
か
い
豚
汁
、
お
餅
を
食
べ
た

後
は
山
の
家
の
前
で
黒
田
眞
路
さ

ん
を
講
師
に
雪
上
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
走
り
に
く
い
雪
の
上

で
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ら
ぬ
お
菓

子
食
い
競
争
な
ど
新
庄
の
子
も
岡

山
の
子
も
一
緒
に
な
っ
て
、
夢
中

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
旭
川
の
上

流
域
・
下
流
域
の
交
流
に
も
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
、
ふ
る
里
の
良
さ
を
知
り
、

ふ
る
里
を
愛
す
る
子
ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
前
田
）

　
２
月
20
日
（
水
）
新
庄
中
学
校

で
、
３
年
生
を
対
象
に
選
挙
出
前

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
方

に
講
師
と
し
て
来
校
い
た
だ
き
、

選
挙
制
度
や
選
挙
で
変
わ
る
身
近

な
も
の
を
ク
イ
ズ
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
使
用
す
る
機
材
で
模
擬
投

票
も
体
験
し
、
最
後
に
投
票
に
あ

た
り
情
報
収
集
を
誤
ら
な
い
よ
う

注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
挙
を
身
近
な
問
題
解
決
の
一

つ
と
し
て
感
じ
と
っ
て
も
ら
え
た

と
思
い
ま
す
。

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）
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選
挙
出
前
授
業

　２月23日（土）、新庄村ジュニアスポーツ

クラブ解団式を行いました。

　今年度は保護者の方も交えて、ソフトバ

レー部員は体育館で親子ソフトバレーを行

い、サッカー部員はグラウンドで親子サッ

カーを楽しみました。

　午後からは公民館で、６年生を送る会を行

い、一年間の活動の振り返りをしました。

　６年生から「指導していただいたおかげで楽

しくプレーできた」「優勝できたことが嬉し

かった」「これからもスポーツを続けていって

ほしい」という指導者や後輩へ向けた言葉が

あり、後輩からは、「声を出して一生懸命頑

張りたい」「試合で勝ちたい」など、来年度に

向けた抱負が聞けました。また、指導者の皆

様からも、暖かな激励の言葉をいただき、今

までの思い出を振り返りながら楽しいひとと

きを過ごすことができました。

　保護者の皆様には活動へのご支援・ご協力

をありがとうございました。また、指導者の

皆様には熱心なご指導をありがとうございました。

　新庄村ジュニアスポーツクラブでは、通常

練習のサッカー、ソフトバレーの他にも様々

なスポーツに取り組んでいます。来年度も引

き続き、新規クラブ員を募集しますので、興

味のある方は是非入部をご検討ください。

　　　　　　　　　（教育委員会　多久間）

新庄村ジュニアスポーツクラブ解団式新庄村ジュニアスポーツクラブ解団式
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２
月
10
日
（
日
）
及
び
２
月
20

日
（
水
）
か
ら
24
日
（
日
）
に
か

け
て
「
中
山
間
地
の
持
続
可
能
性

と
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
題
し
て
、
講
演
会
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
村
民
・
観
光
客
が

自
由
に
使
え
る
木
工
を
中
心
と
し

た
「
も
の
づ
く
り
拠
点
」
の
整
備

を
目
指
し
て
、
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
、
実
際
に
木
工
用
の
デ
ジ
タ

ル
加
工
機
械
を
持
ち
込
ん
で
新
し

い
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
体
験
す

る
企
画
で
す
。

　
10
日
に
開
催
し
た
講
演
に
は
村

出
身
の
研
究
者
・
津
田
和
俊
さ
ん

（
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
研
究

員
）
と
デ
ジ
タ
ル
加
工
機
を
使
っ

た
建
築
／
も
の
づ
く
り
の
専
門

家
・
秋
吉
浩
気
さ
ん
（
Ｖ
Ｕ
Ｉ
Ｌ

Ｄ
株
式
会
社
）
を
迎
え
て
お
話
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
村
民
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
50
名
の
方
に
聴
講
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会

終
了
後
、
有
志
の
方
19
名
で
「
桜

ま
つ
り
募
金
筒
」
の
造
形
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
20
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
は
、

(

株)

國
六
の
大
原
倉
庫
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ

ル
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
決
定
し
た

形
状
の
切
り
出
し
、
組
み
立
て
を

行
い
ま
し
た
。
期
間
中
延
べ
30
名

の
方
が
見
学
、
ま
た
は
作
業
協
力

い
た
だ
い
て
新
し
い「
ほ
こ
ら
型
」

の
募
金
筒
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
の
他
に
、
特
に

真
庭
市
の
木
工
事
業
者
の
方
の
関

心
も
高
く
、
10
社
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
林

産
地
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
最
終
製
品

を
加
工
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
既

存
の
木
工
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
大

い
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
事
が

伺
え
ま
し
た
。

　
今
後
は
林
業
活
性
化
、
町
中
活

性
化
の
枠
組
み
と
連
動
し
な
が
ら
、

村
民
だ
れ
も
が
自
由
に
も
の
づ
く

り
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き

る
拠
点
の
整
備
を
目
指
し
て
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
山
田
遼
平
）

「
中
山
間
地
の
持
続
可
能
性
と

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
講
演
会
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
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○
︻
特
選
︼
﹃
晩

　秋
﹄

柴
田
定
延
︵
新
庄
村
︶

◆参考入選

『川の中の小さな
　　　愛しき命たち』
臼井　幸（新庄村）

◆入選

『秘密な領域』
佐伯　範夫（島根県安来市）

◆
入
選

﹃
実
り
の
秋
﹄

仲
田

　耕
吉
︵
真
庭
市
︶

◆
入
選

﹃
新
庄
学
園
﹄

西
村

　和
仁
︵
新
庄
村
︶

◆
入
選

﹃
雪
か
き
の
お
手
伝
い
﹄

臼
井

　崇
来
人
︵
新
庄
村
︶

◆
入
選

﹃
さ
く
ら
道
﹄

◇
総
評

　

　今
回
は
、
個
性
的
な
視
点
の
作
品
が
多
く
、
応
募
点
数

の
割
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
て
、
成
熟
し
た
落
ち
着
き
が
生
成
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
新
庄
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
目
的
が
あ
る
た
め
、
優
れ
た
写
真
で
あ
り
な
が

ら
、
上
位
入
選
に
至
ら
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。
事
情
を
ご

賢
察
い
た
だ
い
て
、
ご
了
承
願
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
プ
リ
ン
ト
の
善
し
悪
し
が
作
品
の
印
象
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
丁
寧
な
仕
上
げ
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

◇
参
考
入
選

　枯
葉
に
隠
れ
て
い
る
カ
ワ
ゲ
ラ
の
幼
生
が
見
え
ま
す

か
？
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
感
覚
の
良
さ
は
、
絵
本
の
１
コ
マ

の
よ
う
で
す
。
水
源
の
里
で
あ
る
ア
ピ
ー
ル
も
含
め
、
敢

え
て
参
考
入
選
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
員
長

　森
本
二
太
郎

○
︻
グ
ラ
ン
プ
リ
︼
﹃
雪
さ
く
ら
﹄

○
︻
特
選
︼
﹃
が
い
せ
ん
桜
の
紅
葉
﹄

石
藤

　明
美
︵
新
庄
村
︶

和
田

　訓
尚
︵
真
庭
市
︶

新
庄
村
の
四
季

　
　写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
２
月
26
日
︵
火
︶
新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
﹁
新
庄
村 

四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
48
点
の
応
募
が
あ
り
、

村
内
在
住
の
写
真
家
の
森
本
二
太
郎
先
生
、
小
倉
村
長
、
中
村
副
村
長
、
磯
田
議
長
に

よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
選
写
真
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
講
評

　花
の
時
期
と
は
対
照
的
に
ゆ
っ
た
り
の

ど
か
な
桜
並
木
の
秋
景
色
。
ゆ
っ
く
り
︵
た
ぶ
ん
︶

歩
む
お
二
人
の
後
ろ
姿
が
、
そ
の
場
の
空
気
感
を
よ

く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
ぽ
っ
か
り
空
い
た
路
面
の
空

間
も
、
こ
の
場
合
は
風
情
を
醸
す
効
果
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
の
ト
ー
ン
が
浅
め
な
の
が

ち
ょ
っ
と
惜
し
い
。

◆講評　平成30年４月７日。例年より10日も早く見頃を迎えた桜に、季節は

ずれの雪が「華」を添えました。自然は時として人間の「常識どっぷり」感

覚に、思いがけない一撃を加え目を覚まさせてくれます。そんな現象に目を

見張り、感動を込めてシャッターを押した一コマでしょう。技術的なことを

度外視させる真直ぐな感動力も、写真の魅力の確かな一面。それを思い起こ

させてくれる作品です。

○
︻
特
選
︼
﹃
夜
空
に
咲
く
花
﹄

石
井

　貴
志
︵
真
庭
市
︶

◆
講
評

　超
広
角
レ
ン
ズ
特
有
の
歪
曲
描
写
を

う
ま
く
活
か
し
た
、
空
間
の
広
が
り
感
が
効
果

的
。
花
火
そ
の
も
の
は
華
麗
さ
不
足
で
す
が
、
満

天
の
星
、
黒
々
と
し
た
杉
林
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
遥

か
な
山
の
頂
き
な
ど
、
山
里
な
ら
で
は
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
相
ま
っ
て
、
の
ど
か
で
お
お
ら
か
な

魅
力
を
描
い
て
い
ま
す
。

◆
講
評

　◆
講
評

　﹁
晩
秋
﹂
と
い
う
ウ
ェ
ッ
ト
な
題
名
が
不
釣

り
合
い
な
ほ
ど
、
爽
快
な
写
真
。
色
彩
を
生
み
出
す
は
ず
の
光
が
、

こ
の
状
況
で
は
逆
に
色
を
抑
え
て
、
光
と
影
と
い
う
写
真
の
根
本
と

な
る
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
余
分
な
も
の
を
排
し
た
直
截
で

明
快
な
画
面
構
成
、
路
面
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
心
地
よ
い
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第12回

◆入選

『路地の秋』
木浦　正夫（真庭市）

寒
竹

　義
彦
︵
岡
山
市
︶

︵
産
業
建
設
課 

山
田
遼
平
︶
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○
︻
特
選
︼
﹃
晩

　秋
﹄

柴
田
定
延
︵
新
庄
村
︶

◆参考入選

『川の中の小さな
　　　愛しき命たち』
臼井　幸（新庄村）

◆入選

『秘密な領域』
佐伯　範夫（島根県安来市）

◆
入
選

﹃
実
り
の
秋
﹄

仲
田

　耕
吉
︵
真
庭
市
︶

◆
入
選

﹃
新
庄
学
園
﹄

西
村

　和
仁
︵
新
庄
村
︶

◆
入
選

﹃
雪
か
き
の
お
手
伝
い
﹄

臼
井

　崇
来
人
︵
新
庄
村
︶

◆
入
選

﹃
さ
く
ら
道
﹄

◇
総
評

　

　今
回
は
、
個
性
的
な
視
点
の
作
品
が
多
く
、
応
募
点
数

の
割
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
て
、
成
熟
し
た
落
ち
着
き
が
生
成
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
新
庄
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
目
的
が
あ
る
た
め
、
優
れ
た
写
真
で
あ
り
な
が

ら
、
上
位
入
選
に
至
ら
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。
事
情
を
ご

賢
察
い
た
だ
い
て
、
ご
了
承
願
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
プ
リ
ン
ト
の
善
し
悪
し
が
作
品
の
印
象
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
丁
寧
な
仕
上
げ
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

◇
参
考
入
選

　枯
葉
に
隠
れ
て
い
る
カ
ワ
ゲ
ラ
の
幼
生
が
見
え
ま
す

か
？
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
感
覚
の
良
さ
は
、
絵
本
の
１
コ
マ

の
よ
う
で
す
。
水
源
の
里
で
あ
る
ア
ピ
ー
ル
も
含
め
、
敢

え
て
参
考
入
選
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
員
長

　森
本
二
太
郎

○
︻
グ
ラ
ン
プ
リ
︼
﹃
雪
さ
く
ら
﹄

○
︻
特
選
︼
﹃
が
い
せ
ん
桜
の
紅
葉
﹄

石
藤

　明
美
︵
新
庄
村
︶

和
田

　訓
尚
︵
真
庭
市
︶

新
庄
村
の
四
季

　
　写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
２
月
26
日
︵
火
︶
新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
﹁
新
庄
村 

四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
48
点
の
応
募
が
あ
り
、

村
内
在
住
の
写
真
家
の
森
本
二
太
郎
先
生
、
小
倉
村
長
、
中
村
副
村
長
、
磯
田
議
長
に

よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
選
写
真
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
講
評

　花
の
時
期
と
は
対
照
的
に
ゆ
っ
た
り
の

ど
か
な
桜
並
木
の
秋
景
色
。
ゆ
っ
く
り
︵
た
ぶ
ん
︶

歩
む
お
二
人
の
後
ろ
姿
が
、
そ
の
場
の
空
気
感
を
よ

く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
ぽ
っ
か
り
空
い
た
路
面
の
空

間
も
、
こ
の
場
合
は
風
情
を
醸
す
効
果
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
の
ト
ー
ン
が
浅
め
な
の
が

ち
ょ
っ
と
惜
し
い
。

◆講評　平成30年４月７日。例年より10日も早く見頃を迎えた桜に、季節は

ずれの雪が「華」を添えました。自然は時として人間の「常識どっぷり」感

覚に、思いがけない一撃を加え目を覚まさせてくれます。そんな現象に目を

見張り、感動を込めてシャッターを押した一コマでしょう。技術的なことを

度外視させる真直ぐな感動力も、写真の魅力の確かな一面。それを思い起こ

させてくれる作品です。

○
︻
特
選
︼
﹃
夜
空
に
咲
く
花
﹄

石
井

　貴
志
︵
真
庭
市
︶

◆
講
評

　超
広
角
レ
ン
ズ
特
有
の
歪
曲
描
写
を

う
ま
く
活
か
し
た
、
空
間
の
広
が
り
感
が
効
果

的
。
花
火
そ
の
も
の
は
華
麗
さ
不
足
で
す
が
、
満

天
の
星
、
黒
々
と
し
た
杉
林
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
遥

か
な
山
の
頂
き
な
ど
、
山
里
な
ら
で
は
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
相
ま
っ
て
、
の
ど
か
で
お
お
ら
か
な

魅
力
を
描
い
て
い
ま
す
。

◆
講
評

　◆
講
評

　﹁
晩
秋
﹂
と
い
う
ウ
ェ
ッ
ト
な
題
名
が
不
釣

り
合
い
な
ほ
ど
、
爽
快
な
写
真
。
色
彩
を
生
み
出
す
は
ず
の
光
が
、

こ
の
状
況
で
は
逆
に
色
を
抑
え
て
、
光
と
影
と
い
う
写
真
の
根
本
と

な
る
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
余
分
な
も
の
を
排
し
た
直
截
で

明
快
な
画
面
構
成
、
路
面
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
心
地
よ
い
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第12回

◆入選

『路地の秋』
木浦　正夫（真庭市）

寒
竹

　義
彦
︵
岡
山
市
︶

︵
産
業
建
設
課 

山
田
遼
平
︶
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お

　
４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
４
月
11
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

　
４
月
25
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

３
月
の
納
税 ら

知

せ

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
平
成
31
年
２
月
19
日

　
津
田
　
純
二
（
満
90
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

国

　
保

　
税

　
（
10
期
）

介

護

保

険

料

　
（
10
期
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
（
９
期
）

納
期
限
　
４
月
１
日
（
月
）

《
戸
籍
の
動
き
》

年

　金

　相

　談

区 分
村 　 内

１月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

0件

0人

0人

5

0

2

5件

0人

0 0人 4 4人

2人

本年の累計 １月期 本年の累計

真庭市内

事

故

1月期の交通事故発生状況

平
成
31
年
2
月
受
付
分

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

告

　示
　
　
３
月
29
日
（
金
）

投
票
日

　　
４
月
７
日
（
日
）

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
　
３
月
30
日
〜
４
月
６
日

新
庄
村
議
会
議
員
選
挙

告

　示
　
　
４
月
16
日
（
火
）

投
票
日

　　
４
月
21
日
（
日
）

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
　
４
月
17
日
〜
４
月
20
日

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

選

　挙

　日

　程

（総務企画課　日並）
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美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー
ン
作

戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
民
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日

　時

　
４
月
７
日
（
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場

　所

　
村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内

　容
　

　
空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐

車
場

　
午
前
10
時
ま
で
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告

　
知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。
）

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
、
空
き
缶
・
ビ

　
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　
付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋

　
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

（
住
民
福
祉
課
　
古
南
）

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
注
射
後
は
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等

に
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
31
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種

し
、
「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、

役
場
住
民
福
祉
課
で
必
ず
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
古
南
）

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
　
　
　
　
　
　行
い
ま
す

月　日 時　間 場　所

５月23日（木）

13:30～14:00

14:10～14:50

15:30～16:00

カケ住宅
バス停留所前

役 場 前

役 場 前

注射手数料
注射済交付手数料
登録料

3,050円
550円

3,000円

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

豆
撒
や
諸
手
で
拾
う
年
の
数

　
　
　
　大
月

　幸
子

こ
わ
れ
道
工
事
の
音
に
舞
う
吹
雪

　
　宇
田

　弘
通

顔
の
ぞ
け
羽
織
る
落
葉
や
福
寿
草

　
　田
中

　寛
一

冴
返
る
し
つ
か
り
締
め
て
靴
の
紐

　
　湯
浅

　芳
郎

な
ん
と
な
く
歩
幅
広
げ
て
春
の
風

　
　金
盛

　啓
子

新庄村
新庄村

４月８日（月）
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「
低
Ｇ
Ｉ
食
品
」

　
食
後
血
糖
値
が
急
激
に
上
が
る

と
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
血
糖
値
を

下
げ
る
作
用
の
ホ
ル
モ
ン
が
多
量

に
分
泌
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
イ

ン
ス
リ
ン
は
無
限
で
は
な
い
た
め
、

血
糖
値
が
上
が
っ
て
も
分
泌
さ
れ

ず
、
血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
状
態
が
「
糖
尿

病
」
で
す
。

　
糖
尿
病
は
予
防
が
大
切
で
す
。

食
べ
物
の
血
糖
値
の
上
が
り
や
す

さ
を
指
標
と
し
た
「
Ｇ
Ｉ
（
グ
リ

セ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
」

は
、
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
血
糖
値

が
上
が
り
に
く
く
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
も
緩
や
か
で
す
。

　
主
食
の
米
を
玄
米
に
変
え
る
。

ラ
ー
メ
ン
よ
り
そ
ば
を
選
ぶ
。
パ

ン
は
ラ
イ
麦
パ
ン
や
全
粒
粉
パ
ン

を
選
ぶ
。
そ
し
て
、
葉
も
の
野
菜
、

き
の
こ
、
さ
つ
ま
い
も
、
大
豆
製

品
、
果
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。
甘
い
飲
み
物
を
飲
み

お
元
気
で
す
か
？

た
く
な
っ
た
ら
、
１
０
０
％
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
や
コ
コ
ア
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
不
規
則
な
間
食
こ
そ
、

低
Ｇ
Ｉ
食
品
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

ナ
ッ
ツ
類
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ブ

ラ
ッ
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
大
豆
焼

き
菓
子
な
ど
を
選
び
、
食
後
血
糖

値
の
上
昇
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　
低
Ｇ
Ｉ
食
品
を
取
り
入
れ
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
生
活
と
適
度
な
運

動
を
心
が
け
糖
尿
病
の
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

お問い合わせ先　　協会けんぽ岡山支部　☎０８６－８０３－５７８０

協会けんぽ岡山支部からのお知らせ
健康保険料率および介護保険料率を引上げ

平成31年3月分（4月納付分）から

〇協会けんぽは、中小企業等で働く従業員とその家族の皆様が加入
　する健康保険です。
〇任意継続被保険者は平成31年4月分保険料から変更となります。

健康保険料率１０．２２％、介護保険料率１．７３％

協会けんぽ岡山

広 報 新 庄第445号 平成31年３月20日発行（12）



社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

平
成
31
年
度
予
定

　
　
　
　
　
　
　
（
県
老
連
関
係
）

◆
老
人
福
祉
大
学
（
津
山
会
場
）

　
６
月
18
日
　
７
月
24
日

　
９
月
５
日
　
10
月
28
日

　
11
月
20
日

◆
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
８
月
23
日

◆
県
老
連
定
時
評
議
員
会

　
６
月
14
日

◆
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大

　
会
（
会
場
／
真
庭
市
勝
山
）

　
９
月
26
日

　
　
　
（
予
備
日
　
９
月
27
日
）

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　
　
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
　
森
本
　
佳
代
　
様
　
　
　
　

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
日
本
財
団
福
祉
車
両
助
成

事
業
に
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
車
い

す
対
応
軽
自
動
車
の
整
備
に
採
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
31
年
２

月
25
日
、
無
事
に
納
車
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。
新
し
い
車
両
は
カ
ラ
フ
ル
な
イ

ラ
ス
ト
入
り
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
元

気
が
沸
い
て
き
ま
す
。

　
利
用
者
様
か
ら
も
「
小
回
り
の
き
く

車
で
玄
関
の
近
く
ま
で
来
て
く
れ
る
か

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6
‐
2
0
0
1

ら
助
か
る
。
」
「
車
椅
子
で
乗
っ
た
ら

個
室
の
よ
う
で
良
か
っ
た
。
」
な
ど
喜

び
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
車
両
を
配
備
し

て
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
利
用
者
様
に
元
気
を
お
届

け
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
日

本
財
団
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
安
全
運

転
を
心
掛
け
、
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
農
作
業
も
忙

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
改
選
に
伴
う

引
き
継
ぎ
も
滞
り
な
く
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
の
活
動
状
況

20
日
　
平
成
30
年
度
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
名
）

　
２
月
20
日
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

長
・
副
会
長
・
女
性
部
長
が
一
同
に
会

し
、
連
合
会
事
業
実
施
状
況
・
老
人
福

祉
活
動
事
業
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実

績
報
告
な
ど
の
書
類
作
成
手
順
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

福
祉
車
両
配
備

平
成
30
年
度
合
同
会
議
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再生紙を使用しています

広 報 新 庄第445号 平成31年３月20日発行（14）

　2月7日（木）に勝山文化センターにて第36

回中学生による「私の主張発表会」がインフ

ルエンザ等の流行で開催の延期が心配される

中、無事に開催されました。本校は１・２年

生で参加をし、１年生：高島亜純さん、２年

生：門涼太郎くんが新庄中学校の代表として

発表をしました。高島さんは中学1年生にな

り、人生で初めて袖を通した制服を題材とし

「制服のメリットとデメリット」に焦点を当

て、自身が比較した結果から導き出した考え

と意見を会場の方々に訴えかけていました。

門くんは「叶わなかった夢」をテーマとし

て、お家の方に感謝の念を表しながら自分の

これまでの経験やこれからの将来に向けた自

分の意見を会場の方々に訴えかけていまし

た。２人とも、初めての大きな会場と大勢の

観客にも関わらず堂々とした態度で、声だけ

でなく目線や身振り手振りを折り混ぜながら

主張をしていました。また、他の１･２年生も

他校の生徒の主張に対してもしっかりと耳を

傾けコメントを残し新たな発見があったよう

でした。

　　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより小学校だより

　２月２６日（火）ボランティア交流会が行

われました。

　新庄小学校では、総合的な学習の時間や生

活科・社会科そして、毛無山登山・スキーな

どの学校行事で学校支援ボランティアの方に

御協力いただき、充実した教育活動が行えて

います。また、バスの運転や交通指導といっ

た日々の学校生活でも多くの方にお世話に

なっています。ボランティア集会はこの方々

に感謝の気持ちを伝える会です。

　まず低・中・高学年で今年度お世話になっ

た活動をプレゼンソフトを使って発表しまし

た。季節探しやヒメノモチ作り、新庄の歴史

学習・・・多くの活動報告がありました。そ

の後、活動に関連したクイズを楽しみまし

た。最後に小学生から歌『翼をください』

と、手作りのヒメノモチ粉入りカップケーキ

のプレゼントをしました。

　今後も、ボランティアの方には多くのお力

を貸していただくと思います。よろしくお願

いいたします。　　　

　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

ボランティア交流会
私の主張発表会

～新庄っ子の思い、堂 と々～


